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今
年
も
日
本
国
語
教
育
学
会
熊
本
支
部
研
究

大
会
が
、
十
二
月
二
十
三
日
に
三
百
人
を
超
え

る
参
加
を
得
て
盛
会
裏
に
終
え
た
。 

 

本
年
度
は
、
研
究
テ
ー
マ
を
「
言
語
活
動
の

充
実
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と
設
定
し
た
。

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
の
下
中
一
平

先
生
が
、
新
教
材
「
か
る
た
」（
光
村
図
書
三
年
）

に
お
い
て
、
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
を
明
確
に

し
た
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
。

説
明
的
文
章
の
学
習
指
導
に
お
い
て
筆
者
の
見

方
・
考
え
方
・
述
べ
方
を
通
し
て
、
自
分
な
り

の
見
方
・
考
え
方
・
述
べ
方
を
持
っ
た
学
習
指

導
を
目
ざ
し
た
授
業
提
案
が
な
さ
れ
た
。
熊
本

市
立
五
福
小
学
校
長
の
藤
本
典
子
先
生
、
兵
庫

教
育
大
学
名
誉
教
授
中
洌
正
堯
先
生
と
熊
本
大

学
の
河
野
が
助
言
を
行
っ
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
分
科
会
発
表
が

開
催
さ
れ
た
。
第
一
分
科
会
…
熊
本
大
学
教
育

学
部
生
に
よ
る
実
践
と
理
論
の
統
合
に
よ
る
提

案
。
第
二
分
科
会
…
文
部
科
学
省
の
委
嘱
開
発

校
と
し
て
三
年
間
取
り
組
ん
だ
熊
本
大
学
教
育

学
部
附
属
小
学
校
か
ら
研
究
部
長
の
原
口
淳
一

先
生
と
、
井
上
伸
円
先
生
か
ら
論
理
科
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
提
案
。
第
三
分
科
会
…
熊

本
市
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
主
事
の
前
田
康
裕
先

生
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
国
語
科
学
習
指
導
の

あ
り
方
」。
第
四
分
会
…
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
『
読
解

力
』
を
培
う
授
業
の
創
造
―
な
ぜ
？
を
追
究
す

る
国
語
科
学
習
を
と
お
し
て
ー
」
本
年
度
熊
本

市
研
究
指
定
校
熊
本
市
立
白
川
小
学
校
の
研
究

主
任
宮
村
幸
宏
先
生
の
発
表
。
第
五
分
科
会
…

「
参
加
体
験
型
！
中
堅
教
師
が
放
つ
三
本
の
国

語
科
学
習
」
熊
本
県
小
学
校
国
語
教
育
研
究
会

の
人
吉
・
球
磨
地
域
の
中
堅
教
師
で
あ
る
吉
田

憲
一
先
生
、
山
口
徳
晃
先
生
、
酒
井
康
隆
先
生
。

第
六
分
科
会
…
「
批
評
す
る
力
を
高
め
る
作
文

指
導
」
八
代
市
立
第
七
中
学
校
の
中
村
幸
介
先

生
の
提
案
。
第
七
分
科
会
…
「
伝
統
的
な
言
語

文
化
を
言
語
生
活
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
主

体
的
な
学
習
者
の
育
成
」
熊
本
市
立
白
川
中
学

校
の
北
川
純
子
先
生
の
提
案
。 

 

午
後
の
都
留
文
科
大
学
の
鶴
田
清
司
先
生
の

講
演
で
は
、
九
州
各
地
か
ら
三
百
二
十
名
ほ
ど

の
先
生
方
が
集
ま
り
大
盛
況
で
あ
っ
た
。「
国
語

科
に
お
け
る
言
語
活
動
の
充
実
―
論
理
的
思
考

力
・
表
現
力
の
た
め
に
ー
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

言
語
活
動
の
充
実
の
た
め
の
今
日
的
課
題
に
つ

い
て
、
具
体
的
実
践
事
例
を
入
れ
な
が
ら
、
国

語
科
教
育
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
他
教
科
に
も
参

考
に
な
る
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

・
普
段
の
授
業
で
論
理
的
思
考
力
を
つ
け
る
言

語
活
動
の
充
実
を
図
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
っ
た
。
根
拠
・
理
由
・
主
張
の
三
点
セ
ッ
ト

を
き
ち
ん
と
指
導
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
た
。
鶴
田
先
生
の
講
演
か
ら
今
後
の

国
語
指
導
改
善
の
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
た
。 

・
具
体
的
な
事
例
を
使
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

的
な
講
演
な
の
で
実
際
の
授
業
場
面
を
考
え
な

が
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
理
由
と
根

拠
の
違
い
と
必
要
性
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

実
際
に
今
、
担
任
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
も
理
由
づ
け
と
根
拠
を
同
じ
と
捉
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
自
身
の
中
で
も
あ
い
ま

い
だ
っ
た
た
め
だ
と
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
具

体
的
な
事
例
も
話
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
生
か

し
て
い
け
そ
う
で
す
。・
国
語
科
の
言
語
活
動
は

「
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
常
に
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
な
く
で
は
な
く
、
考

え
て
、
ね
ら
い
を
定
め
て
取
り
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
写
真
の
比
較
で
は
分
科

会
で
の
討
議
内
容
で
も
あ
る
批
評
の
題
材
と
し

て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 

（
熊
本
大
学 

河
野
順
子
） 


